2007.10.9

品質試験方法と施工時諸特性との相関性評価研究委員会（JCI-TC074A）

第２回　全体委員会　議事録(案)

１．日　時：平成19年10月2日(火)　14:00～16:00

２．場　所：日本コンクリート工学協会会議室

３．出席者：鳥居南さん，ご記入お願いします．
(以上　名　敬称略)

４．資　料：

2-1：第１回全体委員会議事録（案）

2-2：WG1打ち合わせメモ

2-3-1：WG2性能変化WG　第一回議事録（案）

2-3-2：WG2性能変化WG　活動計画（案）

2-3-3：WG2建築学会標準仕様書JASS5基準類・標準値の調査（経過報告）

2-3-4：WG2実験計画（案）

2-4-1：WG3第２回議事録（案）

2-4-2：WG3活動計画

2-5：JCI研究委員会HP　更新作業マニュアル

５．議　事：

5.1. 第一回全体会議議事録(案)の確認

· 丸屋幹事より，資料2-1「第一回全体回会議議事録（案）」について説明があった．

· 5.1に記載の「セメントごとの材料係数を変えることも考慮する」を，「セメントなどの使用材料の影響も，材料係数で考慮できるようにする」に修正する．

· 5.2に記載の「コア強度によっては材料係数を１とする」を．「コア強度で現状の構造物の強度を確認した場合は，材料係数を１とする」に修正する．

5.2. WG1の活動状況報告と質疑

· 宇治WG主査より，資料2-2によりWG1の活動状況の報告があった．

· 現在，各種のフレッシュコンクリートの評価手法を調査中である． 

· 短時間にフレッシュコンクリートを評価できる試験方法として，間隙通過性試験機＋小型バイブレータ，スランプ＋バイブレータ，透明な箱＋スランプコーン＋小型バイブレータ等を用いた評価法などが想定される．

· L型フロー試験の格子付きタイプや，スランプ試験後にタンピングして60cm程度までコンクリートをフローさせ，粗骨材がモルタルの先端から2cm以内にあれば分離抵抗性が良いと判断する方法などもある様子なので，これらを含め，調査を継続する．

· 調査結果を踏まえ，実験を計画する予定である．

5.3. WG2の活動状況報告と質疑

· 小島幹事より資料2-3-1～2.3.3を用いて，WG2の活動計画の説明および活動状況の報告がされた．

· 活動は，学会規準類の基準値・標準値の調査，文献調査を先行して実施し，その結果を踏まえ，実験的に確認すべき事項について実験を行う．

· 学会基準類の基準値・標準値の調査は，資料2-3-2の形式で，土木学会，建築学会について一覧表にまとめることを考えている．

· 綾野委員長より資料2-3-4を用いて，WG2で計画中の実験について概要が説明された．

· ブリーディング量が異なるコンクリートを打設した場合における，試験体の上下での圧縮強度の差異について試験する計画であるが，中性化や透気係数など耐久性に関する指標で評価したほうが明確な傾向が得られやすいのではないかとの意見があった．WG2で実験計画を詳細に検討する際に，評価項目として採用するか検討する．

· 実験は，JCIの年次大会に出すことを考慮に入れて計画する．

5.4. WG3の活動状況報告と質疑

· 丸屋幹事より資料2-4により，WG3の活動計画および活動状況が説明された．

· 海外工事における規準類の調査は，委員が社内または関係者を通じて調べられる範囲とし，個別の具体的な事例に対して行う．

· 全世界でISO，EN，BS，ASTM，JIS等がどう使われているかマップがあると良いという意見が出た．同じ国でもプロジェクトごとに準拠規準が異なっていたり，BSとASTMを両方引用するケースがあったりと様々なので，調べた範囲をプロットするしかできない．

· 海外工事における品質管理の実態調査は，委員が社内または関係者から入手できる範囲とし，各社のノウハウも含まれるので，情報はWG内でとどめることとする．

· 海外の生コン，欧州生コン連合等の情報についても調査する．（？丸屋様，補足願います）
· 耐久性指標に関して，半井委員に次回全体会議で紹介していただく．（？綾野先生，丸屋様，こういう話しで良かったのでしょうか？）
· 海外の各種フレッシュ試験方法について調査中であり，国内試験法との比較試験を検討している．それぞれの試験が実施される目的についても調べる．

5.5. JCI研究委員会HPとデータフォルダについて

· 綾野委員長から資料2-5により，研究委員会のHPおよび，委員会資料の保存先ウェブフォルダーについて説明があった．

· 2週後に上部委員会があるので，HPの対応は，それまでに行う．HPには，委員長，幹事が公開用として問題ないことを確認した上で全体委員会議事録を公開する．なお，HP用のイメージ写真は，個別に委員にお願いする． 

· ウェブフォルダーには，全体委員会と，WGごとにフォルダーが準備してあるので，議事録，委員会配布資料を格納してゆくことにする．

5.6. その他

· 次回全体委員会　12月13日14:00～16:00　(17:00～忘年会)

以　上

（小島記）
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